


















































































































Cat. Unit No 1M 1SD 2M 2SD DIFF 2-tail
3 9 43
リスニング指導ではまずテープを聞か
せるべきである。 3.80 1.05 1.40 1.06 2.40 ***
1,2,3 5,8,12 28 誤りはすべて訂正すべきである。 3.66 1.19 1.80 1.15 1.86 ***
4 16 71
テストの点数が上がった生徒は努力し
た生徒である。 3.66 1.00 2.60 1.24 1.06 **
1 5 26 生徒の誤りは教師が訂正すべきである｡ 3.63 0.88 2.67 1.29 0.96 **
3 11 50
内容理解の問いの答えは本文の中にあ
る。 3.54 0.92 2.60 1.50 0.94 *
1 1,4 1 英語は暗記科目である。 3.14 1.00 2.20 1.01 1.94 **
1,4 1,13 58 知識は教師が与えるものである。 2.69 1.23 1.80 0.77 0.89 *
3 9 45
英語を聞くときは文字を見せるべきで
ない。 3.40 1.19 2.53 0.92 0.87 **
1 3 18
話し言葉よりも書き言葉の方が誤りが
多い。 2.74 1.15 1.87 1.19 0.87 *
2 7 34
表現したい構文が思い浮かばないとコ
ミュニケーションは維持できない。 2.49 1.34 1.67 0.82 0.82 **
4 16 74
10点を取った生徒は９点を取った生
徒よりも実力がある。 2.20 1.02 1.40 0.51 0.80 **
4 13 62
授業案は毎回あらためて書く必要はな
い。 1.97 0.89 1.20 0.41 0.77 ***
2,4 7,13 60
授業案を作成するときは，まずどのよ
うに教えるかを考えるべきである。 3.74 1.17 3.00 1.41 0.74 +
1 4 25 生徒は文法規則を暗記すべきである。 3.23 1.03 2.53 0.92 0.70 *
1 2 16
複雑な言語構造の前に単純な構造を教
えるべきである。 4.69 0.63 4.00 0.93 0.69 **
4 17 63
授業を観察するときは教師の言動に焦
点を当てればよい。 2.20 0.80 1.53 0.74 0.67 **
1 1,5 2 親は子供の誤りを訂正する。 3.77 0.97 3.13 1.30 0.64 +
4 13 61
授業案には予定された教師の言動を書
けばよい。 2.03 0.82 1.40 0.51 0.63 **
3 9 42
内容理解のための問いは本文を聞いた
後で行なうべきである。 3.63 1.00 3.00 1.41 0.63 +
1 5 27
誤りはできるだけ早く訂正すべきであ
る。 4.46 0.82 3.87 1.36 0.59
2 6 33
単語や文法規則を知らないと，コミュ
ニケーションはできない。 2.74 1.31 2.20 1.21 0.54
4 14 66
生徒はテスト作成者が意図したように
解答する。 2.71 1.18 2.20 1.08 0.51
1 4 21 言語は反復により習得される。 4.63 0.69 4.13 0.64 0.50 *
1 2 10
教科書は，頁の順にしたがって教える
べきである。 2.29 1.13 1.80 0.86 0.49
3 12 55 作文は日本語を英語に訳す作業である。 2.80 1.08 2.33 0.82 0.47
4 13 56
生徒は教えたことはすべて理解してい
る。 1.63 0.77 1.20 0.41 0.43 *
3 11 48
読解とは英語を日本語に訳すことであ
る。 1.94 1.03 1.60 0.63 0.34
2 8 37 言語学習の後に言語使用が来る。 2.94 1.14 2.60 0.99 0.34
4 15 69
テスト項目の良し悪しは生徒の学力と
は関連しない。 2.97 1.15 2.64 1.34 0.33






べきである。 3.80 1.13 3.47 1.13 0.33
2,4 7,10 35
１つの内容を言い表すために１つの表
現形式がある。 1.71 0.97 1.40 0.74 0.31
2,3 8,10 41
英語を話す練習では話す必然性がなく
ても仕方がない。 2.23 1.00 1.93 0.96 0.30
2 6 32
読解や作文は，コミュニケーションで
はない。 3.23 1.26 2.93 1.16 0.30
1,2 1,8 9 英語学習に反復は必要不可欠である。 4.94 0.24 4.67 0.49 0.27 +
1 4 22
教師は明示的に文法規則を教えるべき
である。 3.63 1.00 3.40 0.99 0.23
4 13 57 生徒は教師が教えたように学習する。 2.49 1.20 2.27 1.22 0.22
1 1 6 英語は模倣によって学習される。 3.54 0.92 3.33 1.40 0.21
4 16 75
平均点の高いクラスがいいクラスであ
る。 1.86 0.91 1.67 0.62 0.19
3 9 44
すべての単語が聞き取れないとその話
者の言いたいことは分からない。 1.59 1.02 1.40 0.63 0.19
4 16 70 テストは常に100点満点であるべきだ。 2.32 1.27 2.13 1.13 0.19
4 17 64
授業は教室の後ろに立って観察するの
がよい。 2.91 1.12 2.73 1.22 0.18
3 9 46
英語を聞くときは映像を見せるべきで
はない。 2.09 0.85 1.93 0.88 0.16
3 11 53
全文を日本語に訳さないと内容はつか
めない。 1.49 0.56 1.33 0.62 0.16
1 3 20 文型練習は会話には役に立たない。 2.54 1.04 2.40 1.12 0.14
3 11 49 全文を訳す必要がある。 1.60 0.85 1.47 0.64 0.13
1 2 12
すべての生徒が同じ過程をたどって文
法を習得する。 1.97 1.10 1.87 0.83 0.10
1 2 14
生徒の発達段階は文法習得には関与し
ない。 2.57 1.07 2.47 1.19 0.10
1 4 23 教師は文法用語を教えるべきである。 3.06 1.08 3.00 1.00 0.06
2 6,7 30
文法能力さえあれば，円滑なコミュニ
ケーションができる。 1.71 0.86 1.67 0.72 0.04
2 8 40
コミュニケーション重視の教科書を使
えば，授業はコミュニカティブになる。 3.31 0.96 3.27 1.17 0.04
1 2 11
文法の理解と表現は区別しなくてもよ
い。 2.31 0.93 2.27 0.80 0.04
4 14 68
筆記テストですべての能力を測定でき
る。 1.29 0.52 1.27 0.46 0.02
2,3 8,10 39 英語学習が単調になるのは仕方がない。 2.14 0.91 2.13 1.06 0.01
1 1,5 5
生徒は英語の母語話者の子供と同じ誤
りをする。 1.94 1.06 1.93 0.80 0.01
4 16 72
成績の順位は総合（合計）点で決める
べきである。 3.34 1.26 3.33 1.05 0.01
1 1,3 8
英語学習の過程は英語を母語として習
得する過程とは異なる。 3.80 1.26 3.80 1.21 0.00
1 2 15
生徒は次の項目に移る前にその例題練
習をすべきである。 4.17 0.82 4.20 0.68 -0.03
2 6,7 29
文法規則を知っていても，その言語を
使えることにはならない。 4.43 0.92 4.47 0.52 -0.04
2 8 38
文型練習をしてから言語活動に移るべ
きである。 2.69 1.08 2.73 1.22 -0.04
2,3 6,10 31
英語学習では，話す必然性はなくても





















ることにある。 4.20 0.68 4.33 0.62 -0.13
3 11 52
文法説明と内容理解は別々に取り扱う
べきである。 2.71 0.93 2.93 1.10 -0.22
3 11 51
内容理解の問いの答えは一つでなけれ
ばならない。 1.86 0.94 2.13 1.46 -0.27
1 3 17 生徒はいつも同じ誤りをする。 2.46 1.27 2.73 1.10 -0.27
1,3 2,10 47 教科書に手を加えてはならない。 1.57 0.65 1.87 1.06 -0.30
2 8 36 言語学習と言語使用は別である。 3.14 1.17 3.47 1.06 -0.33
2 3 19
文法規則は知っているのに，会話にな
ると間違える。 4.26 0.82 4.67 0.49 -0.41 +
1 2 13
大人も子供も学習者は同じ過程をたど
って文法を習得する。 2.09 0.96 2.53 1.06 -0.44 +
1 1,5 4 生徒はすべて同じ誤りをする。 1.54 0.95 2.13 1.13 -0.59 +
3 12 54
作文では文法的正確さを重視すべきで
ある。 2.89 1.12 3.53 1.25 -0.64 +
1 4 24
英語の文法は日本語と対比させて教え
るべきである。 2.80 1.08 3.47 1.19 -0.67 +
1 1 7 英語学習は他の教科の学習とは異なる。 3.31 1.28 4.13 0.83 -0.82 **
4 16 73 英語力は４技能の合計点である。 3.34 1.00 4.21 0.89 -0.87 **

































2003 1 2 4 7 9 13 16 18 21 24 25 26 28 19 34 60
1996 ／ － ＋ － ＋ ＋ ＋ ／ ／ ／ ／ ／ ＋ ／ ／ ／
2002b ／ － － ／ － － ＋ ／ ／ ／ ＋ ／ ＋ ／ ／ ／
＋共通する回答の観察可；－観察不可；／該当なし
表２：ビリーフ修正が観察された共通項目（つづき）
2003 42 43 50 56 58 59 61 62 63 71 74
1996 ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／
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Beliefs Modification in English Language Learning
and Teaching: A Cross-sectional Study of the Effect
of English Language Teaching Methodology I Classes
The purpose of the present study is to investigate what beliefs concerning
teaching of English as a foreign language changed during a one-year pre-service
teacher training course.
Thirty-five students who had just begun studying Teaching English as
a Foreign Language and 15 students who had just finished a one-year basic
course were given a 75-item questionnaire. This questionnaire was designed to
determine the extent to which they agreed with the statements of the beliefs
concerning English language learning and teaching, and the mean scores were
compared.
The results show that there were significant differences between the two
groups in 27 out of 75 items. The items dealt with beliefs concerning second lan-
guage acquisition and grammar teaching, teaching communication, teaching four
skills, and lesson planning and evaluation.
The results were compared with a series of studies conducted by the author
(Shimada, 1996 ; 2002b), and there were a number of common items that could
be observed in the three studies.
